













The Use of Japanese Honorifics in the Nagahama City Dialect of Shiga 










































































調査地の長浜市は、滋賀県の北東部に位置する。2010 年 1 月 1 日に旧長浜市、東浅井郡
虎姫町、東浅井郡湖北町、伊香郡高月町、伊香郡木之本町、伊香郡余呉町、伊香郡西浅井
町の 1 市 6 町が合併し、面積 539.48km2、人口 124,498




































































 調査は、2013 年 2 月・3 月に面接調査を行なった。インフォーマントは現長浜市在住で、

















の関係 目上 対等 目下 目上 対等 目下


























  （2）X に「今日の夏祭りに行くか」と尋ねるとしたら、ふだんどのように言いますか。
【朝起きた時など家の中で、予定を聞く場合など】 
  （3）X に「花火の時間までには来るか」と尋ねるとしたら、どのように言いますか。 
    【家の中などで、[X]があとから遅れて来る旨を伝えてきた場合など】 
  （4）X に「明日は家にいるか」と聞くとしたら、ふだんどのように言いますか。 
    【朝起きた時など家の中で、予定を聞く場合など】 





  （6）「X は今日の夏祭りに行くか」と尋ねるとしたら、ふだんどのように言いますか。 
  （7）「X は夏祭りに来るか」と尋ねるとしたら、ふだんどのように言いますか。 
  （8）「X は公民館にいるか」と尋ねるとしたら、ふだんどのように言いますか。 






性別 年齢 生年 居住歴
A26M01 男 86 1926 0-：大依町
A32M02 男 80 1932 0-：西村町
A33F03 女 79 1933 0-23：虎姫町，24-：大依町
A38M04 男 74 1938 0-：高畑町
A39M05 男 73 1939 0-：佐野町
A40M06 男 72 1940 0-18：北ノ郷町，19-40：彦根市犬上郡，41-：北ノ郷町
A40F07 女 72 1940 0-：野村町
A45F08 女 68 1945 0-：木尾町
A54F09 女 59 1954 0-21：北野町，22-：上野町
C36F01 女 76 1936 0-：北船町
C37F02 女 75 1937 0-25：小堀町，26-29：田附町，30-：元浜町
C40M03 男 73 1940 0-：朝日町
C40F04 女 73 1940 0-25：元浜町，26-29：南船町，30-：神前町
C42M05 男 71 1942 0-：三ツ矢元町
C42M06 男 70 1942 0-7：田根，8-：高田町、平方町
C45M07 男 67 1945 0-18：神前町，19-40：大阪府枚方市，41-：神前町
C48F08 女 64 1948 0-：朝日町
C50F09 女 63 1950 0-24：湖北今町，25-：旭町
C50F10 女 62 1950 0-25：大宮町，26-：朝日町（箕浦町） 
C51F11 女 61 1951 0-22：南郷町，23-：北船町
C54F12 女 58 1954 0-：北船町












  （10）明日は家に イラッシャイマスカ  // irassjar-i-mas-u=ka // ［☆］ 
  （11）今日の夏祭りに イカレマスカ   // ik-are-mas-u=ka // ［♪］ 
  （12）今日の夏祭りに イキマスカ   // ik-i-mas-u=ka //  ［＃］ 
  （13）花火の時間までには ゴザルヤロカ  // gozar-u=jaroo=ka // ［★］ 
  （14）明日は家に イヤハリマスカ   // i-jahar-i-mas-u=ka // ［□］ 
  （15）今日の夏祭りに イカハル    // ik-a-har-u //   ［■］ 
  （16）今日の夏祭りに イキナアルカ   // ik-i-naar-u=ka //  ［◆］ 
  （17）今日の夏祭りに イカアリマスカ  // ik-a-ar-i-mas-u=ka // ［○］ 
  （18）今日の夏祭りに イカアル    // ik-a-ar-u //   ［●］ 
  （19）明日は家に ヤアルカ     // i-jaar-u=ka //  ［●］ 
  （20）今日の夏祭りに イカンス    // ik-a-Ns-u //   ［▲］ 
  （21）明日は家に ヤンス     // i-jaNs-u //   ［▲］ 
  （22）花火の時間までには キャンス   // ki-jaNs-u //   ［▲］ 






































上 - - - - ● ♪● - #▲ #○ ♪ #○ #▲
対等 - - - - - - - - #○ - #○ #▲
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ○ ● ● ● ●
対等 - - - - - - ● - #○ ● ● ●
下 - - - - - - - - - ● - -
上 - - - - ●- ●- ○♪●# ●- ♪● ♪○ ♪○ ♪#○
対等 - - - - - - - - #○ # # #

































上 - - - - □ NR ○♪ ○ ♪ NR ♪ ○
対等 - - - - - NR - - ○ NR ○ ○
下 - - - - - NR - - ○ NR ○ ●
上 - - - - □ ■ ■ ■ ■□ ■ ■ □
対等 - - - - - - - - □# ■ ■ ■
下 - - - - - - - - ■ ■▲ - -
上 - - - - ■ ■ ■ □ □♪ ◆ ☆# □
対等 - - - - ■- ■ ■ - ■♪ ■ ■ □
下 - - - - ■- ■ ■ - ■ ■ -■ □
上 - - - - ○ ● ○ ○ ○ ♪ ♪ ○
対等 - - - - - - -● - ● ● ○ ●
下 - - - - - - - - ● ● ● ●
上 - - - - - - ○ ○ ○ ○ ♪○ ○
対等 - - - - - - - - ○- - - ○
下 - - - - - - - - ○- - - ○
上 ■○ ■- □■ ○- □ □○ ♪□ ♪□■ ♪ ♪□ ☆#♪ ♪□
対等 - - -● - - ●- - - □# ■□ ☆#♪■ ♪□
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ○ ○ NR ○ ○
対等 ● - - - - NR - - ○ NR ○ ●
下 - - - - - NR - - - NR ○ ●
上 - - - - ● NR ○ ○ ○ NR ♪ ○
対等 - - - - - NR - - ○ NR ♪ ○
下 - - - - - NR - - ○ NR ♪ ○
[凡例]　 ■：-(ja)har- , □：-(ja)har- + -mas- , ●：-(ja)ar- , ○：-(ja)ar- + -mas-














































上 ▲ ▲ ▲ ▲ ◆ ▲● ▲ ▲ ● ● ● ●
対等 - - - - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - - - - - - - - ▲ ▲ - ▲
上 - - - - ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
対等 - - - - - - - - ○ ○ ○ ○
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ●○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●
下 - - - - - - - - - - - -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - -▲ - -▲ - - - ● -
下 - - - - -▲ - -▲ - - - ▲ -
上 - - - - ● ● ● ● ● ● ○ ●
対等 - - - - - - - - ● ● ● ●


































上 ▲ ▲ ▲ - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ●- ●- ● - - - ● ● ● ● ● ●
下 ▲ - ▲ - - - ● ● ● ● ● ●
上 - - - ● □ ● □● ■ □ ○ ● ■●
対等 - - - ● - - - - - ● - -
下 - - - ▲ - - - - - - - -
上 - - - ● ■ ■ ■ ■ □ □ □ □
対等 ■ ■ ■ - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■□ ■
下 - - - - - ■ -■ -■ ■ ■ ■ ■
上 - -▲ ▲- - ● ★● ● ● ● ○★ ○ ●
対等 - -▲ ▲- ■ - ▲ -● - ● ○★ ○ ●







[凡例]　 ■：-(ja)har- , □：-(ja)har- + -mas- , ●：-(ja)ar- , ○：-(ja)ar- + -mas-
　　　　　 ▲：-(ja)Ns- , -：φ , ★：gozar-
A33F03
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4.1.地域差 
 表 3～表 6 からは、以下のことがわかる。 
  （a）使用される待遇表現形式は、-(ja)har-、-(ja)har- + -mas-、-(ja)ar- 、-(ja)ar- + -mas-、
-naar-、-(ja)Ns-、-(r)are- + -mas-、-mas-、φ、gozar-、irassjar-である。 
  （b）-(r)are- + -mas- 、-mas-、irassjar-は農村部では回答がなく中心部のみで回答があ
る。 
 まず、標準語形式についてであるが、-(r)are- + -mas- 、-mas-は、おもに〈疎・対等〉以
上に対して、irassjar-は〈疎・上〉に対して使用されており、待遇価の高い形式として使用
されていることが窺える。なお、方言の待遇表現形式は丁寧語の-mas-を伴わない形で使用 
されることがあるのに対して、標準語形式の-(r)are- は必ず-(r)are- + -mas-のように丁寧語の
-mas-を伴う形で使用される。 
 農村部と中心部の違いについてさらにみると、以下（c）～（f）のことがわかる。 
  （c）農村部では-(ja)har-がほとんど使用されない。 
  （d）中心部では-(ja)Ns-がほとんど使用されない。 
  （e）-naar-および方言の尊敬語動詞 gozar-9）も農村部でのみ使用され、中心部では使用
されない。 














 表 3～表 6 から、対者待遇における性差については以下のことがわかる。 
  （g）おもに中心部で使用される-(ja)har-は、男性は使用せず、女性のみが使用する。 
 -(ja)har-を使用しない農村部の男性は、-(ja)ar- 、-(ja)ar- + -mas-、-(ja)Ns-、φ、の 4 つを
使い分けており、中心部の男性は農村部の男性が使用する形式に加えて標準語形式を使用








  （A）標準語形式は中心部で使用がみられ、農村部では使用されない。 
  （B）標準語形式と同様に、-(ja)har-は中心部でのみ使用される形式である。 
  （C）-(ja)har-とは逆に、-(ja)Ns-は中心部では使用がみられず農村部で使用される。 






についてみていく。結果をまとめたものを示すと、表 7～表 10 のようになる。表は対者待
遇と同様の形でまとめてある。 
 第三者待遇における代表的な回答は以下（24）～（27）のようなものであった。 
  （24）〈上〉は公民館に まだ ミエルヤロカ  // mie-ru=jaroo=ka //  ［☆］ 
  （25）〈上〉は 夏祭りに ゴザルヤロカ   // gozar-u-jaroo=ka //  ［★］ 
  （26）〈上〉は今日の夏祭りに イカハルヤロカ  // ik-a-har-u=jaroo=ka //  ［■］ 
  （27）〈上〉は今日の夏祭りに イカアルヤロカ  // ik-a-ar-u=jaroo=ka //  ［●］ 
  （28）〈下〉は今日の夏祭りに イカンスヤロカ  // ik-a-Ns-u=jaroo=ka //  ［▲］ 
  （29）〈下〉は今日の夏祭りに イキヨルヤロカ  // ik-i-jor-u=jaroo=ka //  ［▼］ 







































上 - - - - - - - - ■ -■ - -
対等 - - - -▼ - ▼ - - - ▼ - -
下 - ▼- - -▼ - ▼- - - - ▼ - -
上 ▼ ▼ - ▼ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ - ▼ ▼ ▼ - ▼ ▼● ▼ - ▼
下 - ▼ - ▼ ▼▲ ▼ - ▼ ▼ ▼ - ▼
上 ▼ NR ▼ NR ● NR ● NR ♪ NR ● NR
対等 ▼ NR - NR ● NR ● NR ● NR ● NR
下 ▼ NR ▼ NR ▲ NR ● NR ▲ NR ● NR
上 - - - - ●- ● ● - ●- ● ● ●-
対等 ▼ - - -▼ - - - - - - - -
下 ▼ ▼- - -▼ - - - - - - - -
































上 ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ● - ● ▲ ● ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ▲ ▲ ● ▲ ▲ ● ● ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - - - ■ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ■▲ ▲
下 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ●- ■● -■ ■ ■ ■☆ ■● ■ ■ ■☆ ■
対等 - ■ ■-● ■ ■● ■● ■● ■● ■● ■● ●■ ■
下 - - - - ■● ● - ■ ■● ●- ● ■
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●▲ ● ●
下 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 ▲ ▲ ▲- ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - ■ ▲- ▲■ ▲ ▲ ▲■ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - - - -▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ▲ ● ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● - - ● ● ▲ ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ▲
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - ▲ ● -▲ ● ● ● ● ● ●
下 - - - - ● ▲ ● ▲ ● ● ● ▲















































上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ★▲ ● ● ▼● ● ▼ ●
対等 ▼ ▼ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼▲ ▼ ▼
下 ▼ - -▼ ▼ ▼ - ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
上 ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - - ▲- ▲- - ▲ ● ● ● ▲●
下 - - - -▲ ▲- ▲- ▲- - ▲ ▲ - ▲
上 ▼ ▼ ▼ ▼ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼
下 ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▲ ▼ ▼ ▼
上 - - - - ● ★● ● ● ● ★● ● ●
対等 - - - - ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲● ▲ ●▲ ▲-●
下 - - - ▼ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 - ● - - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ▼ ▼ - - - ▼ - -▼ ▼ ▼ - -▼


































上 ● ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 ● ★● ● ● ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲
下 ▲ - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 - ▲ ▲ - ● ● ● ● ● ● ● ●
対等 - - - - ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
下 - ▲ -▲ -▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対等 - - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
下 - - - - ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
上 ▲ ▲ ▲ ▲ ● ●★ ● ● ● ★● ● ●
対等 ▲ ▲ ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲● ▲ ▲ ●▲ ▲ ▲








[凡例]　 ■：-(ja)har- , ●：-(ja)ar- , ▲：-(ja)Ns- , -：φ , ★：gozar-
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  （k）gozar-は第三者待遇においても対者待遇と同様に農村部にのみ使用がみられる。 
  （l）-(ja)ar-もまた-(ja)Ns-と同様に第三者待遇で多く使用される。 
 -(ja)har-については、農村部の A45F08 は、上下・親疎等に関わりなく使用しているが、












 本節では第三者待遇にみられた性差について触れる。表 7～表 10 からは以下のことが指
摘できる。 
  （m）女性は-jor-を使用せず、男性のみが使用する。 

























 5.1 節で対者待遇の結果について、5.2 節で第三者待遇の結果についてみた。最後に、本
節では対者待遇と第三者待遇の違いについて整理する。 







































 4 節および 5 節では、おもに地域差および性差、対者待遇と第三者待遇における違いの







先に表 11 に示す。表 11 での待遇対象の上下、親疎、ウチソトの配列は表 3～10 と同様で
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親 疎 親 疎 親 疎 親 疎
上 上 上 上
対等 対等 対等 対等
下 下 下 下
[凡例] ：10～20% ,  塗りつぶしなし：0～10%
ソト
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対してのみ使用されている。また、A45F08 および C40F04 はほぼすべての人物に使用し、
A54F09 は 1 例のみ使用するという回答であるため、A40F07 と同じく、その使用対象はは
っきりとしない。-(ja)har-と他の形式との明確な使い分けがみられるのは、-(ja)Ns-、φとの

































































































































じであると考えられる。よって、6.2.2 節では、長浜市方言・八田方言・京都市方言の 3 方
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